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時期＼区分 合計 １群 ２群 ３群 ４群
授業開始前 252 84 32 104 32













































































































































  ①第１回   「オリエンテーション」
　　学部長指導講話、授業ガイダンス、「教職概論アンケート」 　　【講義】
  ②第２回   「教職・学校現場を知る①（学校、教育制度、教職）」
　　講義「児童生徒から学生へ、学生から教員へ」　　　　　　　　 【講義】【演習】
  ③第３回   「教職・学校現場を知る②（学習指導、授業づくり）」
　　講義「教えられる人から、教える人になる」　　　　　　　　　 【講義】
  ④第４回   「教職・学校現場を知る③（生徒指導、人間関係づくり）」
　　講義「伸ばされる人から、伸ばす人になる」　　　　　　　　　 【講義】【演習】
  ⑤第５回   「教職・学校現場を知る④（学校管理、運営）」
　　講義「守られる人から、守る人になる」　　　　　　　　　　　 【講義】【演習】
  ⑥第６回   「先生方との座談会に向けて①」
　　説明「座談会オリエンテーション」　　　　　　　　　　　　　 【講義】
　　活動「班別活動（アイスブレーキング、グループ編成等）」　 　【班別協議】
  ⑦第７回   「先生方との座談会に向けて②」
　　活動「班別活動（座談会のテーマや質問事項等）」　　　 　　　【班別協議】
  ⑧第８回   「先生方との座談会①」
　　活動「教職の魅力、生きがい、仕事や課題等について」　　　　 【講義、協議】
  ⑨第９回   「先生方との座談会②」
　　活動「教職の魅力、生きがい、仕事や課題等について」　　　　 【講義、協議】
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  ⑩第10回   「先生方との座談会を終えて①」
　　活動「班別活動（プレゼンテーションに向けて）」　　　 　　　【班別協議】
  ⑪第11回   「先生方との座談会を終えて②」
　　活動「プレゼンテーション（座談会で学んだこと）」　　 　　　【発表】
  ⑫第12回   「教育実習を知る」
　　講義「教育実習の意義と仕組み（教育実習部長）」　 　　　　　【講義】
　　活動「班別活動（教育実習を終えた先輩と語る）」　　　　　 　【班別協議】
  ⑬第13回   「教育ボランティア、自主的な学びの場を知る」
　　講義「ちゃぶ台プログラムや教育ボランティアでの学び（教員）」【講義】
　　活動「班別活動（活動に参加している先輩と語る）」　　　　  【班別協議】
  ⑭第14回   「教職キャリアの形成に向けて」
　　講義「教職キャリア形成と大学時代に取り組みたいこと」　　   【講義】 
　　活動「学びのロードマップづくり」　　　　 　　　　　　　　  【演習】
  ⑮第15回   「授業のまとめ」
　　調査「教職概論アンケート」「授業評価」、レポート作成　　　 【講義】
 (4)平成22年度「教職概論」の「自己評価カード（自己評価・学習整理カード）」
毎時間後、学習内容の整理、振り返り、質問・要望事項の把握等を目的として、「自
己評価カード」を提出させている。その中に「教職概論」の目標を項目化した「学習の
自己評価（４段階）」があり、授業後、「１　授業や学習内容の理解」、「２　関心・
意欲、態度」、「３　教職等キャリア形成に向けた課題意識」を最上位４点で集計して
いる。
学生には授業等を振り返り、以後の学習を充実深化させる手段とするよう指導してい
るが、指導する側にとっては、その授業各回ごとに授業・活動内容や形態が異なること
から、その違いにより、学生の理解面、情意面と以降につながる志向性を評価し、指導
の改善に資することを目的としている。
なお、「⑪第11回　プレゼンテーション」は発表する班に対する感想や意見を書かせ
る評価表としたこと、
また「⑮第15回　授
業のまとめ」は課題
レポートとして実施
したことから、観点
別評価を実施してい
ない。特に「⑪第11
回　プレゼンテーショ
ン」については評価が
必要であり、来年度
以降実施したい
２－３－２　「教職概論」の授業内容、形態と学生の学びについて
　図14は各回の観点合計ポイントを群別に見たものである。
　総合して見ると、第４回(11.3）第８・９回(11.2）、第５回（11.0）、第14回（10.8）、
図13　「自己評価カードと観点等」
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第７回（10.7）が高い数値を示している。第4回、第5回は「教職・学校現場を知るシリー
ズ」で生徒指導、学校管理等の講義が中心であったが、両回ともに学生の個人ワーク、隣
や周囲のグループでの意見交換等演習形式が多く取り入れられた。第８・９回は学校現場
から現職教員を招聘しての座談会で、活発な話し合いが展開されたことやそれまでの各グ
ループ協議の成果を発表する場であったこと等が数字に現れていると考えられる。第14回
は客員教員による「教職キャリア形成」に関する講義と演習が盛り込まれたこと、第７回
は各グループでの自主活動の中で参画意識が高まったのであろう。
　逆に、第３回、第12回が10.5前後となった。第2回は学習指導に関する一斉講義であっ
たこと、第12回は教育実習について教員や上級生から説明を受ける形であり、まだ先のこ
とという意識や受け身の授業形態であったこと等が要因と考える。
　群別には、ほとんどの回で２群が10.9と高い評価点をつけ、４群が10.5、１・３群が
10.3となっている。１群は回を追うごとに数値が高まり班別活動を経て座談会にピークが
来ている。教職キャリア形成に関する回も高評価であった。逆に座談会後の班別活動や教
育実習、教職ボランティアに関する回の評価が低かった。２群は各回の合計点が高く、前
稿で示した目標や課題意識の高さを示す形となったが、座談会後の班別活動と教育実習に
関して低い評価となった。３群は座談会、生徒指導、学校管理や他群が低い傾向を示す座
談会後の班別活動や教育実習等について評価を上げており、学校教育、教職や教育実習に
ついての興味関心
や不安の高さを示
したとも考えられる。
４群は各回を通じ
て高い評価となっ
ているが、他群に比
べて前半の班別活
動や座談会での評
価が低い。後半の
班別活動では高評
価となっていること
から、座談会まで
では他学生との現状認識や課題意識の
違い、戸惑いが出ていたとも思われる。
　次に、「自己評価カード」の観点別
に、各回各群を見る。
　図15は「１　授業や学習内容の理
解」、図16は「２　関心・意欲、態
度」、図17は「３　教職等キャリア形
成に向けた課題意識について、他群と
の比較を見やすくるために折れ線で示
したものである。
　図15では、やはり座談会での現職教
員との協議や生徒指導、学校管理等に
図14　「各回の観点合計ポイント（群別）」
図15　「理解面の各回比較（群別）」
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かかる具体的な事例紹介等が高評価、
班別活動や教育実習のように学校現場
との関わりの薄い回では低評価となっ
ている。学生の理解の対象が、子ども
や学校、教員の現状や課題等に向いて
いるとともに、教員の指導やそれによ
る子どもの変化等について具体的に学
んだと感じるときに「理解が深まる」
と感じていることが見える。
　図16では、座談会と座談会前後の班
別活動の評価が高くない。自分の興味
関心や考えを有する中で、他者から話
を聞く、集団に積極的に参画する等の
学習や活動の消極的な傾向が有ること
も考えられる。
　図17でも、座談会や実践事例に基づ
いた講義演習の回が高評価である。特
に座談会は各群ともに高く、現職教員
から今後の学びについて具体的な助言
が得られることも要因としてあろう。
１・３群群は現職教員との交流、教職
キャリア形成を意識した学習、実践事
例等による現場理解等の導入が効果的
であろう。２群は各観点ともに満足度
が高く、座談会での現職教員との交流、子どもや教育活動の具体に基づいた学習を求めて
いると思われる。４群は実践的な現場理解や教育実習、教育ボランティアといった学外で
の教育実践に興味関心が高いことが見える。
おわりに
　筆者らは、教職スタート科目である「教職概論」について、①本学部における教員養成
カリキュラムのスタート科目、教職入門科目。②本学部における教員養成カリキュラムに
ついて正しく理解させる科目。③教職、学校教育や教職キャリア形成にかかる基礎的知識
等について理解させる科目。と位置づけている。
　今回、前稿「教職スタート科目『教職概論』の調査から（Ⅰ）」による学生群の４区分
に基づく「教職概論」受講による変化や各回の学びにおける満足度の違いを整理した。そ
れらは、何より現在の「教職概論」に授業改善の手を加えることをとおして、次代を担う
教員や教育的視点を持って社会に貢献しようとする学生たちのキャリア形成を支援しよう
とする一歩に過ぎない。
　現在、各地で教職スタート科目の授業改善が行われている。鹿児島大学では「教職基礎
研究」について生徒の視点から教師の視点へ、教職に就くまでの過程を学生自身に明確
図16　「情意面の各回比較（群別）」
図17　「志向性の各回比較（群別）」
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に設計させることをめざし、ＰＤＣＡサイクルによる継続的な授業改善を進めている１）。
愛媛大学では、理論と実践の往還を重視したカリキュラム体系の明確化と「小学校の教科
に関する科目の導入科目を実施されている２）
　今後は、学生や学生集団の「違い」を生かし、学びの満足度を高め、「教職概論」が位
置づけにふさわしい教職スタート科目となるよう改善を具体的に進める所存である。
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